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提
案
！「
自
己
改
革
工
程
表
」
〜
Ｊ
Ａ
市
原
市
の
自
己
改
革
の
取
り
組
み
〜

特集

　

Ｊ
Ａ
市
原
市
は
、「
持
続
可
能
性
へ
の
挑
戦
」を
テ
ー
マ

に
、食
・
農
・
地
域
の
維
持
・
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、自

己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め「
自
己
改
革
工
程
表
」

（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）を
設
定（
令
和
４
年
度
通
常
総
代
会
に

て
決
定
）し
、定
期
的
に
進
捗
状
況
を
確
認
・
評
価
し
、組

合
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
で

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、次
期
通
常
総
代
会
に
上
程
予
定
の「
自
己
改
革

工
程
表
」の
原
案
を
提
案
い
た
し
ま
す
。ご
確
認
い
た
だ
く

と
と
も
に
、自
己
改
革
の
着
実
な
実
践
に
向
け
、引
き
続
き

Ｊ
Ａ
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
・
参
画
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
市
原
市
は
、平
成
31
年
よ
り
、組
合
員
と
の

徹
底
し
た
対
話
に
基
づ
い
て
、「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」を
基

本
目
標
と
し
た
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、令
和
元
年
に
実
施
し
た「
Ｊ
Ａ
の
自

己
改
革
に
関
す
る
組
合
員
調
査
」等
に
お
い
て
、多

く
の
正
組
合
員
か
ら
一
定
の
評
価
と
自
己
改
革
の

一
層
の
期
待
を
、多
く
の
准
組
合
員
か
ら
総
合
事

業
の
必
要
性
や
地
域
農
業
を
応
援
し
た
い
旨
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、組
合
員
と
の
対
話
に
基

づ
く
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
開

始
し
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
て
、規
格
外
と

な
っ
た
特
産
品（
梨
・
イ
チ
ジ
ク
・
ダ
イ
コ
ン
）の

６
次
化
商
品
へ
の
原
体
供
給（
活
用
）や
土
壌
診
断

の
拡
大
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
規
格
外
品
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、市
場
取

引
価
格
が
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、令
和
４

年
度
実
績
は
、目
標
と
し
て
い
た
１
３
１
ｔ
に
対

し
、
70
．
５
ｔ（
梨
50
ｔ
・
イ
チ
ジ
ク
0.5
ｔ
・
ダ
イ
コ

ン
20
ｔ
）と
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
が
、市
内
外
の

加
工
業
者
を
中
心
に
販
売
を
行
い
、飲
料
、菓
子
類
、

加
工
品
等
に
商
品
化
さ
れ
、
全
量
破
棄
（
非
商
品

化
）と
仮
定
す
る
と
、９
０
０
万
円
の
食
品
ロ
ス
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
土
壌
診
断
の
実
施
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度

実
績
は
目
標
３
０
０
件
を
上
回
る
３
７
５
件
と
な

り
ま
し
た
。肥
料
価
格
が
高
騰
す
る
な
か
、土
壌
診

断
に
よ
り
収
穫
量
・
品
質
の
向
上
、過
剰
施
肥
の
抑

制
に
よ
る
農
業
コ
ス
ト
の
削
減
に
寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、環
境
保
全
型
農
業
、各
種
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
強
化
や
組
合

員
と
の
対
話
・
意
思
反
映
の
取
り
組
み
を
す
す
め

る
こ
と
と
併
せ
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
取
り
組

む
な
ど
、総
合
事
業
を
基
本
と
し
て「
不
断
の
自
己

改
革
」の
さ
ら
な
る
進
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

１
．自
己
改
革
を
実
践
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
針

　【
Ｊ
Ａ
市
原
市
自
己
改
革
工
程
表(

数
値
編)

P4
参
照
】


訪
問
活
動
や
各
種
説
明
会
な
ど「
担
い
手
と
の

対
話
」を
原
点
と
し
て
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
ま
す
。

「
農
業
者
の
売
上
増
加
・
コ
ス
ト
低
減
」に
つ
な

が
る
次
代
を
担
う
農
業
者
が
望
む
取
り
組
み
に

つ
い
て
、目
標
お
よ
び
具
体
策
を
策
定
し
、そ
の

実
践
を
通
じ
て
、改
革
の
目
的
で
あ
る「
所
得
増

大
」と「
地
域
の
活
性
化
」に
取
り
組
み
ま
す
。


改
革
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
対
話
等
を

通
じ
て
評
価
を
把
握
し
、次
の
改
革
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、不
断

の
自
己
改
革
を
着
実
に
実
践
し
ま
す
。

２
．自
己
改
革
の
実
践
に
向
け
た
組
合
員
の
意
思
反
映

　
自
己
改
革
の
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、改
革
の
評

価
の
把
握
に
向
け
た
正
組
合
員
と
の
対
話
や
各
種

説
明
会
の
み
な
ら
ず
、地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ
を

め
ざ
し
て
、広
報
誌
配
布
や
事
業
活
動
の
訪
問
機

会
や
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー（
本
年
度
導
入
予
定
）の

仕
組
み
を
通
じ
て「
正
組
合
員
と
と
も
に
、市
原
市

の
農
業
や
経
済
を
支
え
る
組
合
員
」で
あ
る
准
組

合
員
の
声
も
聴
く
こ
と
で
、正
組
合
員
と
准
組
合

員
が
一
体
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
運
営
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、組
合
員
の
評
価
を
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
な

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
振
興
の
応
援
団
で
も
あ
る
准
組
合

員
の
事
業
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、正
・
准
組
合
員
の

利
用
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、改
革
の
目
的
で

あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

３
．自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、農
業
従
事
者
や
耕
作

面
積
、農
業
生
産
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、新
規
就

農
者
も
頭
打
ち
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

当
Ｊ
Ａ
の
販
売
品
販
売
・
取
扱
高
は
平
成
29
年
の

32
億
４
千
万
円
余
を
ピ
ー
ク
に
20
億
円
台
を
微
減

傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
、当
Ｊ
Ａ
と
し
て
現
状

の
ま
ま
事
業
改
革
を
進
め
な
か
っ
た
場
合
の
収
支

見
通
し
に
つ
い
て
の
成
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
試
算
）を
行
っ
た
と
こ
ろ
、令
和
５
年
度
か
ら
は

事
業
利
益
が
赤
字
に
転
じ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。特
殊
要
素（
具
体
的
に
は
、令
和
元
年
度
房
総

半
島
台
風
や
コ
ロ
ナ
禍
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に

起
因
す
る
資
材
高
騰
等
を
指
す
。明
確
な
因
果
関

係
の
数
量
化
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、試
算
で

は
未
考
慮
と
し
た
）も
あ
り
ま
す
が
、主
な
原
因
は

信
用
・
共
済
事
業
の
収
支
悪
化
に
あ
り
、恒
常
的
な

営
農
経
済
事
業
の
赤
字
額
を
賄
い
き
れ
な
い
収
支

構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確

立
・
強
化
に
向
け
、令
和
４
年
度
か
ら「
営
農
経
済

事
業
の
成
長
・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
取
り
組
ん

で
お
り
、引
き
続
き
、経
済
事
業
の
収
支
向
上
、業

務
効
率
化
と
組
織
の
ス
リ
ム
化
・
低
コ
ス
ト
化
を

す
す
め
、営
農
経
済
部
門
の
収
支
改
善
と
農
業
基

盤
の
維
持
拡
大
を
図
り
ま
す
。ま
た
、信
用
事
業
の

農
林
中
央
金
庫
奨
励
金
に
頼
る
収
益
構
造
か
ら
脱

却
す
る
た
め
、融
資
増
強
と
資
金
形
成
・
運
用
支
援

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
市
原
市
は
、平
成
31
年
よ
り
、組
合
員
と
の

徹
底
し
た
対
話
に
基
づ
い
て
、「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」を
基

本
目
標
と
し
た
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、令
和
元
年
に
実
施
し
た「
Ｊ
Ａ
の
自

己
改
革
に
関
す
る
組
合
員
調
査
」等
に
お
い
て
、多

く
の
正
組
合
員
か
ら
一
定
の
評
価
と
自
己
改
革
の

一
層
の
期
待
を
、多
く
の
准
組
合
員
か
ら
総
合
事

業
の
必
要
性
や
地
域
農
業
を
応
援
し
た
い
旨
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、組
合
員
と
の
対
話
に
基

づ
く
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
開

始
し
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
て
、規
格
外
と

な
っ
た
特
産
品（
梨
・
イ
チ
ジ
ク
・
ダ
イ
コ
ン
）の

６
次
化
商
品
へ
の
原
体
供
給（
活
用
）や
土
壌
診
断

の
拡
大
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
規
格
外
品
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、市
場
取

引
価
格
が
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、令
和
４

年
度
実
績
は
、目
標
と
し
て
い
た
１
３
１
ｔ
に
対

し
、
70
．
５
ｔ（
梨
50
ｔ
・
イ
チ
ジ
ク
0.5
ｔ
・
ダ
イ
コ

ン
20
ｔ
）と
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
が
、市
内
外
の

加
工
業
者
を
中
心
に
販
売
を
行
い
、飲
料
、菓
子
類
、

加
工
品
等
に
商
品
化
さ
れ
、
全
量
破
棄
（
非
商
品

化
）と
仮
定
す
る
と
、９
０
０
万
円
の
食
品
ロ
ス
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
土
壌
診
断
の
実
施
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度

実
績
は
目
標
３
０
０
件
を
上
回
る
３
７
５
件
と
な

り
ま
し
た
。肥
料
価
格
が
高
騰
す
る
な
か
、土
壌
診

断
に
よ
り
収
穫
量
・
品
質
の
向
上
、過
剰
施
肥
の
抑

制
に
よ
る
農
業
コ
ス
ト
の
削
減
に
寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、環
境
保
全
型
農
業
、各
種
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
強
化
や
組
合

員
と
の
対
話
・
意
思
反
映
の
取
り
組
み
を
す
す
め

る
こ
と
と
併
せ
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
取
り
組

む
な
ど
、総
合
事
業
を
基
本
と
し
て「
不
断
の
自
己

改
革
」の
さ
ら
な
る
進
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

１
．自
己
改
革
を
実
践
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
針

　【
Ｊ
Ａ
市
原
市
自
己
改
革
工
程
表(

数
値
編)

P4
参
照
】


訪
問
活
動
や
各
種
説
明
会
な
ど「
担
い
手
と
の

対
話
」を
原
点
と
し
て
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
ま
す
。

「
農
業
者
の
売
上
増
加
・
コ
ス
ト
低
減
」に
つ
な

が
る
次
代
を
担
う
農
業
者
が
望
む
取
り
組
み
に

つ
い
て
、目
標
お
よ
び
具
体
策
を
策
定
し
、そ
の

実
践
を
通
じ
て
、改
革
の
目
的
で
あ
る「
所
得
増

大
」と「
地
域
の
活
性
化
」に
取
り
組
み
ま
す
。


改
革
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
対
話
等
を

通
じ
て
評
価
を
把
握
し
、次
の
改
革
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、不
断

の
自
己
改
革
を
着
実
に
実
践
し
ま
す
。

２
．自
己
改
革
の
実
践
に
向
け
た
組
合
員
の
意
思
反
映

　
自
己
改
革
の
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、改
革
の
評

価
の
把
握
に
向
け
た
正
組
合
員
と
の
対
話
や
各
種

説
明
会
の
み
な
ら
ず
、地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ
を

め
ざ
し
て
、広
報
誌
配
布
や
事
業
活
動
の
訪
問
機

会
や
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー（
本
年
度
導
入
予
定
）の

仕
組
み
を
通
じ
て「
正
組
合
員
と
と
も
に
、市
原
市

の
農
業
や
経
済
を
支
え
る
組
合
員
」で
あ
る
准
組

合
員
の
声
も
聴
く
こ
と
で
、正
組
合
員
と
准
組
合

員
が
一
体
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
運
営
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、組
合
員
の
評
価
を
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
な

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
振
興
の
応
援
団
で
も
あ
る
准
組
合

員
の
事
業
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、正
・
准
組
合
員
の

利
用
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、改
革
の
目
的
で

あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

３
．自
己
改
革
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、農
業
従
事
者
や
耕
作

面
積
、農
業
生
産
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、新
規
就

農
者
も
頭
打
ち
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

当
Ｊ
Ａ
の
販
売
品
販
売
・
取
扱
高
は
平
成
29
年
の

32
億
４
千
万
円
余
を
ピ
ー
ク
に
20
億
円
台
を
微
減

傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
、当
Ｊ
Ａ
と
し
て
現
状

の
ま
ま
事
業
改
革
を
進
め
な
か
っ
た
場
合
の
収
支

見
通
し
に
つ
い
て
の
成
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
試
算
）を
行
っ
た
と
こ
ろ
、令
和
５
年
度
か
ら
は

事
業
利
益
が
赤
字
に
転
じ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。特
殊
要
素（
具
体
的
に
は
、令
和
元
年
度
房
総

半
島
台
風
や
コ
ロ
ナ
禍
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に

起
因
す
る
資
材
高
騰
等
を
指
す
。明
確
な
因
果
関

係
の
数
量
化
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、試
算
で

は
未
考
慮
と
し
た
）も
あ
り
ま
す
が
、主
な
原
因
は

信
用
・
共
済
事
業
の
収
支
悪
化
に
あ
り
、恒
常
的
な

営
農
経
済
事
業
の
赤
字
額
を
賄
い
き
れ
な
い
収
支

構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確

立
・
強
化
に
向
け
、令
和
４
年
度
か
ら「
営
農
経
済

事
業
の
成
長
・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
取
り
組
ん

で
お
り
、引
き
続
き
、経
済
事
業
の
収
支
向
上
、業

務
効
率
化
と
組
織
の
ス
リ
ム
化
・
低
コ
ス
ト
化
を

す
す
め
、営
農
経
済
部
門
の
収
支
改
善
と
農
業
基

盤
の
維
持
拡
大
を
図
り
ま
す
。ま
た
、信
用
事
業
の

農
林
中
央
金
庫
奨
励
金
に
頼
る
収
益
構
造
か
ら
脱

却
す
る
た
め
、融
資
増
強
と
資
金
形
成
・
運
用
支
援

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

-63,458

-93,832

-124,891

-154,818

-186,030

12,890
34,774

6,160
26,004

12,636 17,151

R4年度実績
【見込】

R5年度予測 R6年度予測 R7年度予測 R8年度予測 R9年度予測

事業利益推移シミュレーション

成行値 改善値

(単位：千円)

０

※４年度数値は決算確定前（見込値）です。総代会では一部変更いたします。
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目標 実績

所得：140万円増 30ｔ 50ｔ
（166％）

所得：50万円増

所得：1,080万円増 100ｔ 20ｔ

実績

目標 実績

施肥量、生産
コストの削減 20％削減 300件 375件

（125％）

目標 実績

集約による生産
コストの削減

１袋当たり３～５％削減 50ｔ 57ｔ
（114％）

目標 実績

令和６年度 １ヵ所 ２ヵ所
（200％）

市内小学校向け実践型指導（圃場にて体験学習）

令和６年度 １校 １校

令和４年度

目標 実績

検討・
実行

※「営農・経済事業の成長・効率化プログラム」行動計画表（令和４年４月策定）の実行。

准組合員モニター（人）（新規） ━ ━ 80人（新規）

330件（新規）
広報誌・イベント等での意見・要

望集約（意見数）（新規）

100人

コロナ禍で中止

事業活動を通じた組員員訪問(人数) 200人 23,791人
（複数回訪問も含む）

24,000人
（複数回訪問も含む）

担い手への役員訪問・対話(人数)

投稿フォーム（ウェブサイト上）で
の意見・要望集約（意見数）

地区別説明会(会場数、出席人数) ━

100人

16回、320人
※コロナ拡大状況により中止

87人

１ヵ所

━ 323件

18件10件 20件

令和４年度計画

１ヵ所

対象者：担い手経営体や中核的担い手など

令和５年度

目標

目標

２校

180ｔ

令和６年度

対話・意志反映

令和５年度計画令和４年度実績項目

農業体験機会の提供（各部門連携の取り組み）

令和６年度

収支改善を前提とした事業拠点・運営態勢の構築（機構、
店舗機能および拠点、農業施設等の見直し）

抜本的経営改革の検討・実行（効率化・組織再編）

経営基盤の確立・強化

４校

目標

同プログラムの実践・成果の
検証／組織機構や施設等の
見直し

目標

同プログラムの実践/
組織機構や施設等の見直し

450件

目標 目標

１ヵ所

150ｔ

４校

ＪＡ市原市自己改革工程表(数値編) 【下線・太字部分は修正項目】

農産物ロスの活用（規格外品の有効利用等）

目標 目標

70ｔ 80ｔ

農業者の所得増大・農業生産の拡大

品目集約の肥料等の提供 令和４年度 令和５年度 令和６年度

成果指標・目標値重点目標

対象者：担い手経営体や中核的担い手など

令和６年度 梨

1.5ｔ

180ｔ

令和４年度

目標 目標

令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和５年度 令和６年度

50ｔ

令和６年度地域の活性化 令和４年度 令和５年度

令和６年度 450件

令和６年度

イチジク

ダイコン

令和４年度 イチジク

40ｔ 50ｔ

400件

土壌診断の実施と拡大

対象者：担い手経営体や中核的担い手など

1.5ｔ 1ｔ

80ｔ

想定：農家所得の増大

想定：生産コスト低減効果 ＳＤＧs

想定：生産コスト低減効果 ＳＤＧs

営農・経済事業
効率化プログラ
ムの策定・実践

生産者との協議・ご意見を踏まえ、市場出荷・直売向けの販売戦略を
主軸とし、目標数値を下方修正いたします。

令和5年度に向けた変更点目標１ｔ 0.5ｔ
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インボイス制度
はじまります！

第2回

農作業を販売する場合

農業用資材や農機等を購入する場合

❶JA等に販売を委託する場合（農協特例）

❸直売所等で委託販売する場合（媒介者交付特例）

　組合員である生産者の農産物をJA等が①無条件委託方式による販売をし、その代金を②共同計算方式により精算する場
合には、生産者は適格請求書発行事業者であってもインボイスの交付義務が免除されます。この場合、購入者はJA等が発行
する書類により仕入税額控除が可能となりますので、生産者が適格請求書発行事業者であるかないかは関係ありません。

　直売所等での委託販売は無条件委託方式および共同計算ではないため農協特例は適用されませんが、出荷者が適格請
求書発行事業者の場合は直売所等が出荷者に代わりインボイスを発行し、購入者へ交付することができます。

■ 農協特例が適用される取引の例

❷業者等に直接販売をする場合
　JA等を通じた委託販売ではなく、業者の方に直接販売している場合には、先方よりインボイスの発行を求められる可能性
がありますが、適格請求書発行事業者でない場合はインボイスを発行することができませんので、難色を示される可能性があ
ります。

　課税事業者である生産者の方が農業に関するさまざまな支出をし、それらを消費税の計算で仕入税額控除の対象とするた
めには、取引先が発行したインボイスを受領する必要がありますので、必ず先方にインボイスの発行を求めてください。ただ
し、その相手が適格請求書発行事業者でない場合にはインボイスをもらうことができません。
　なお、簡易課税で仕入税額控除の計算をする場合はインボイス不要です。

■ 直接販売先である業者から
　 インボイスを求められる取引の例

①無条件委託

販　売

購　入

販　売
②共同計算

●インボイスの交付義務免除
●適格請求書発行事業者であるかないか関係なし

●JA等が交付する書類で
　仕入税額控除が可能

組合員

生産者
（適格請求書発行事業者以外）

取引先
（適格請求書発行事業者に限る）

課税事業者である生産者
（本則課税で計算する場合）

購入者
（課税事業者）

JA等 購入者

え？インボイス
もらえないの！？

インボイス
ください！■ 生産者が仕入れる立場の場合

登録申請の検討にあたり考慮すべきこと
現
在

課
税
事
業
者
で
あ
る

現
在

免
税
事
業
者
で
あ
る

販売はJAに委託（無条件委託）
しており共同計算で精算されている

上記以外

資料提供元：全国農業協同組合中央会　営農・担い手支援部　担い手支援課

上記以外

販売はJAに委託（無条件委託）
しており共同計算で精算されている

将来的にも直販する予定がないのであれば登録申請の必
要性はないとも考えられますが、既に課税事業者になって
いるので登録申請をしても実務上大きな影響はありません

令和３年10月１日から令和５年３月31日の間に登録申請を
した方が良いでしょう

将来的にも直販する予定がないのであれば登録申請の必
要性はないとも考えられます

販売額が大きい方は令和３年10月１日から令和５年３月31
日の間に登録申請をすることを検討しましょう（ただし課税
事業者として申告が必要になります）

前回に引き続き「インボイス制度」の概要について特集しています。今回は、農家の皆さんに
どのような影響があるのか、何について検討すると良いのかをご紹介します。

インボイス制度についての
一般的なご質問やご相談の
お問合せ先

消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター

国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）「インボイス制度特設サイト」をご覧ください
0120-205-553（無料）【受付時間】 9：00～17：00（土日祝除く）



　
Ｊ
Ａ
管
内
の「
姉
崎
だ
い
こ

ん
」は
、秋
冬
ダ
イ
コ
ン
の
出
荷

が
終
わ
り
、１
月
下
旬
か
ら
春

ダ
イ
コ
ン
の
出
荷
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。１
日
に
約
１
万
１
０

０
０
㌜（
１
㌜
10
㌔
）を
出
荷
し
、

５
月
ま
で
に
１
５
０
万
㌜
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。キ
メ
細
か
く

甘
く
柔
ら
か
い
上
に
、煮
崩
れ

し
に
く
く
、市
場
で
も
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　
深
城
集
出
荷
場
に
は
視
察
希

望
も
多
く
、12
月
14
日
に
同
市

立
有
秋
南
小
学
校
の
３
年
生
24

人
が
、同
施
設
と「
姉
崎
だ
い
こ

ん
」の
圃
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

職
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

ダ
イ
コ
ン
の
洗
浄・選
別・箱
詰

め
作
業
を
見
学
。姉
崎
蔬
菜
組

合
の
泉
水
和
浩
さ
ん
の
圃
場
で

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

▲肥料価格高騰対策事業は各営農センターで対応しています

　
Ｊ
Ａ
と
市
原
市
農
林
業
振
興
課
は
12
月

21
日・
22
日
の
２
日
間
、肥
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
会
を

市
原
市
市
民
会
館
で
開
き
、延
べ
２
０
０
人

余
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
は
、春
肥
料

も
支
援
を
継
続
。経
済
部
職
員
が
活
用
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、

千
葉
南
税
務
署
か
ら
講
師
を
招
き
、今
後

の
対
応
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

営
農
継
続
に
２
つ
の
制
度
説
明
会

▲最優秀賞を受賞した大曽根理事(左)（12月19日）

　
Ｊ
Ａ
市
原
市
女
性
組
織「
お
も
い
で
の

家
」の
大
曽
根
実
ゑ
子
代
表
は
、12
月
19
日

千
葉
市
で
開
か
れ
た「
千
葉
県
家
の
光
大

会
」に
出
場
し
ま
し
た
。記
事
活
用
体
験
発

表
で「
お
も
て
な
し
の
心
で
地
域
貢
献
」と

い
う
題
で「
お
も
い
で
の
家
」で
の
活
動
を

発
表
し
、最
優
秀
賞
を
受
賞
。

　
２
月
15
日
〜
17
日
に「
第
46
回
全
国
家

の
光
大
会
」で
、活
動
内
容
を
披
露
し
ま
し

た
。 女

性
の
力
で
地
域
活
性
化

―
 

千
葉
県
・
全
国
家
の
光
大
会 ―

―
 

高
騰
対
策
制
度
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度 ―

▲収穫体験を楽しむ児童たち 「
姉
崎
だ
い
こ
ん
」の

      　
　
　

出
荷
盛
ん

―
 

小
学
生
の

           

見
学
受
入
れ ―

ほ
じ
ょ
う
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JA市原市の

主な出来事
JA市原市の

主な出来事

Ｊ
Ａ
市
原
市
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）を
支
援
し
て
い
ま
す
。

各
出
来
事
に
は
、関
わ
り
の
あ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標（
ア
イ
コ
ン
）」表
示
し
て
い
ま
す
。



▲大きな笑いを提供していただきました

　
Ｊ
Ａ
市
原
市
年
金
友
の
会
は
２
月
10
日
、

著
名
な
落
語
家
３
人
を
招
き「
落
語
会
」を

市
原
市
市
民
会
館
で
開
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
で

年
金
を
受
給
し
て
い
る
会
員
約
８
０
０
人

が
巧
み
な
話
芸
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、お
茶
の
間
で
お
馴
染
み
の
噺
家

の
三
遊
亭
好
楽
さ
ん
・
林
家
三
平
さ
ん
と

新
進
気
鋭
の
噺
家
の
林
家
た
た
み
さ
ん
が

登
壇
し
、約
90
分
に
わ
た
り
定
番
の
演
目
や

ご
当
地
ネ
タ
を
披
露
し
ま
し
た
。

巧
み
な
話
芸
で
一
笑
い

―
 

Ｊ
Ａ
市
原
市
年
金
友
の
会 ―

吉
野
雄
二
さ
ん
の「
粒
す
け
」が
受
賞

▲「粒すけの部」で見事受賞した吉野さん（右）
　
１
月
16
日
、千
葉
市
内
で
Ｊ
Ａ
全
農
ち

ば
主
催「
令
和
４
年
産
千
葉
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
」の
最
終
審
査
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。千
葉
県
産
米
の
Ｐ
Ｒ
と
品
質
向
上
、生

産
者
の
生
産
意
欲
向
上
を
目
的
に
、粒
揃

い
や
味
度
値
な
ど
の
審
査
を
経
て
、有
識

者
に
よ
る
食
味
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
は
、市
原
地
区
の
吉
野

雄
二
さ
ん
が「
粒
す
け
の
部
」で
運
営
委
員

会
副
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

― 

令
和
４
年
産
千
葉
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル ―

▲相談日程・会場などの確認は最寄りの支店まで

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
27
日
・
31
日
・
２
月
７
日

に
確
定
申
告
に
向
け
、職
員
対
象
の
税
務

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。千
葉
南
税
務
署

職
員
を
講
師
に
迎
え
、パ
ソ
コ
ン
で
の
申

告
書
作
成
方
法
や
確
定
申
告
で
の
注
意
事

項
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
確
定
申
告
期
間
は
２
月
16
日
か
ら
３
月

15
日
ま
で
。期
間
中
は
Ｊ
Ａ
も
臨
時
税
理

士
の
許
可
を
受
け
、農
業
所
得
等
の
申
告

相
談
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
Ｊ
Ａ
ま
で

― 

令
和
４
年
分
確
定
申
告　

税
務
研
修
会 ―

▲農機や自動車メーカーなど17社の協力で、多くの機械が
　揃いました

　
Ｊ
Ａ
は
２
月
10
日・
11
日
、長
南
町
の
Ｊ

Ａ
全
農
ち
ば
南
総
セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ａ
長
生・

Ｊ
Ａ
い
す
み・Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
共
催
の
農
機

展
示
会
を
開
催
。２
日
間
で
延
べ
１
６
８
人

の
農
業
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は「
ス
マ
ー
ト
農
機
実
演
＆
試
乗

会
」で
最
新
農
機
の
性
能
を
お
披
露
目
し
ま

し
た
。他
に
も
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
優
れ
た
整
備
済
み
中
古
農
機
も
多
数
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

最
新
の
農
業
機
械
が
集
合
！

―
 

第
３
回
南
総
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア ―

JAだより
2023.03

７
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麦収穫後は海上小の児童がまいた
コスモスが見られます

麦収穫後は海上小の児童がまいた
コスモスが見られます

整
備
さ
れ
た
海
上
地
区
の
農
地

　

海
上
地
区
は
土
地
改
良
が
す
す

み
、大
区
画
圃
場
や
用
・
排
水
路
な

ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。大
規
模

水
田
の
合
理
的
な
利
活
用
を
図
る

た
め
、作
業
・
経
営
の
受
委
託
組
織

と
し
て「
海
上
担
い
手
組
合
」が
組

成
さ
れ
ま
し
た
。組
合
員
全
員
が

認
定
農
業
者
で
す
。

　

地
域
内
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
で
、水
稲
を
メ
イ
ン

に
、小
麦
・
枝
豆
を
輪
作
し
て
い
ま

す
。ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、地
域
の
水
田
を
い
く
つ
か

の
ブ
ロ
ッ
ク
（
区
画
）
に
分
け
、
順

次
転
作
し
て
い
く
集
団
転
作
の
形

態
で
、米
の
生
産
調
整
政
策
へ
の

対
応
と
複
合
経
営
の
確
立
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

優
良
圃
場
を
生
か
す
農
業

　

整
備
さ
れ
た
大
規
模
農
地
を
区

画
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、大
型

機
械
の
導
入
と
労
力
コ
ス
ト
の
削

減
、適
期
作
業
が
実
現
で
き
、規
模

拡
大
が
可
能
と
な
り
ま
す
。若
手

農
業
者
も
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
農
業
経
営
モ
デ
ル
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

地
元
な
ら
で
は
の
協
力
体
制

　

同
じ
地
域
で
育
っ
た
仲
間
な
の

で
、困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
業
日
程
や
栽
培
技
術
・
資
材
等

の
情
報
共
有
し
た
り
、機
械
の
不

具
合
な
ど
が
あ
る
と
お
互
い
手
助

け
や
応
援
に
駆
け
付
け
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。昔
な
が
ら
の

「
結
い
」（
共
同
作
業
の
助
け
合
い
）

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

肥
料
や
燃
料
の
高
騰
な
ど
で
厳

し
い
情
勢
で
す
が
、再
生
産
可
能

な
農
業
経
営
を
実
践
し
、安
全
・
安

心
な
農
作
物
を
提
供
し
続
け
た
い

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

発 　 　 　 足
代 　 表 　 者
組 合 員 数
主 な 生 産 物
組合の活動内容

管理農地面積

平成11年２月
井上　直彦　組合長
５人
水稲・小麦・エダマメなど
・農作業日程、管理等の情報共有
・先進地の視察や研修会
約60㌶検査の様子検査の様子

小麦収穫の様子小麦収穫の様子

作物 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

水稲 保全 春の
耕耘 田植え 保全 空中

散布 稲刈り 秋の耕耘

小麦 農地の保全管理 空中散布 麦狩り 播種

エダマメ
（オーナー制度） 播種 保全管理 収穫

年間スケジュール

協同の力、農業の力
協同の力、農業の力
市原市の農業は、正組

合員で構成される農
家組織、

組合員組織（通称：部
会）によって支えられ

ています。

ここでは、市原市内に
存在する部会の活動

内容や

生産物を紹介していま
す！

市原市の農業は、正組
合員で構成される農

家組織、

組合員組織（通称：部
会）によって支えられ

ています。

ここでは、市原市内に
存在する部会の活動

内容や

生産物を紹介していま
す！

海上担い手組合／水稲など海上担い手組合／水稲など

ほ
じ
ょ
う

ほ
じ
ょ
う

詳しくはお近くの営農センターへゴールデンウイーク農繁期営業！ゴールデンウイーク農繁期営業！



　
青
ジ
ソ
の
若
葉
は
大
葉
と
呼
ば
れ
薬

味
や
精
進
揚
げ
に
、赤
ジ
ソ
の
葉
は
梅

漬
け
に
利
用
さ
れ
ま
す
。シ
ソ
の
発
芽

適
温
は
20
～
25
度
、生
育
適
温
は
20
～

23
度
で
、低
温
に
は
弱
い
が
高
温
に
は

強
い
野
菜
で
す
。ま
た
、シ
ソ
は
短
日
期

（
昼
の
時
間
が
夜
の
時
間
よ
り
短
い
季

節
）に
花
を
付
け
る
性
質
が
あ
り
、９
月

ご
ろ
か
ら
穂
が
出
て
き
ま
す
。シ
ソ
は

生
育
に
応
じ
て
収
穫
方
法
が
変
わ
り
、

子
葉
、若
葉
、花
穂
、未
熟
果
は
そ
れ
ぞ

れ
芽
ジ
ソ
、大
葉
、穂
ジ
ソ
、実
ジ
ソ
と

呼
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
を
、シ
ソ
の
七
変

化
と
い
い
ま
す
。

﹇
栽
培
時
期
﹈中
間
地
で
は
４
、５
月
が

種
ま
き
の
適
期
で
、収
穫
期
は
６
～
10

月
で
す
。

﹇
品
種
﹈大
葉
の
品
種
は
、葉
色
が
鮮
緑

色
で
広
卵
形
を
し
て
大
き
く
、葉
縁
の

欠
刻
が
深
く
、葉
面
に
細
か
い
縮
み
が

あ
る「
青
し
そ
」「
青
ち
り
め
ん
」が
あ
り

ま
す
。赤
ジ
ソ
の
葉
取
り
用
は「
赤
ち
り

め
ん
」な
ど
葉
色
が
赤
紫
色
で
葉
形
の

大
き
い
品
種
を
用
い
ま
す
。

﹇
苗
作
り
﹈直
径
7.5
～
９
㎝
の
小
型
ポ
リ

ポ
ッ
ト
に
４
、５
粒
の
種
を
ま
き
ま
す
。

セ
ル
ト
レ
ー
で
は
72
穴
の
ト
レ
ー
を
使

い
、２
、３
粒
ま
き
ま
す
。発
芽
後
２
回

に
分
け
て
間
引
き
、１
回
目
は
本
葉
が

開
く
頃
に
、
成
長
の
遅
れ
た
株
、
密
に

な
っ
て
い
る
所
の
株
を
抜
き
取
り
ま
す
。

２
回
目
は
本
葉
３
枚
の
頃
に
１
本
に
し

ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈幅
70
～
80
㎝
幅
の
ベ
ッ
ド

(

栽
培
床)

で
栽
培
す
る
場
合
に
は
、事

前
に
１
㎡
当
た
り
苦
土
石
灰
１
５
０
ｇ

を
菜
園
全
体
に
散
布
し
て
耕
し
て
お
き

ま
す
。そ
の
後
、堆
肥
２
㎏
と
化
成
肥
料

（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）２
０
０
ｇ
を
施

し
ま
す(

図
１)

。

﹇
植
え
付
け
・
追
肥
﹈
本
葉
５
、
６
枚
に

な
っ
た
ら
、条
間
40
㎝
、株
間
30
㎝
に
植

え
付
け
ま
す(

図
２)

。そ
の
後
２
週
間

お
き
に
１
㎡
当
た
り
30
ｇ
程
度
の
化
成

肥
料
を
条
間
に
ま
き
、根
本
に
軽
く
土

寄
せ
し
ま
す
。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈病
気
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、害
虫
で
は
ハ
ダ
ニ
、ハ
ス

モ
ン
ヨ
ト
ウ
な
ど
が
あ
り
、ア
フ
ァ
ー

ム
乳
剤
な
ど
の
登
録
農
薬
で
防
除
を
し

ま
す
。

﹇
収
穫
﹈葉
が
10
枚
以
上
に
な
っ
て
か
ら
、

下
の
方
の
葉
の
付
け
根
か
ら
も
ぎ
取
る

よ
う
に
摘
み
取
り
ま
す
。収
穫
す
る
と

し
お
れ
が
早
い
の
で
、水
に
挿
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。穂
ジ
ソ
の
収
穫
期
は
先

端
の
花
穂
が
５
、６
輪
開
花
し
て
い
る

頃
に
穂
先
か
ら
15
～
20
㎝
で
切
り
取
り

ま
す(

図
３)

。赤
ジ
ソ
は
紫
、青
ジ
ソ
に

は
白
い
花
が
付
き
ま
す
。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

シ
ソ
　
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
を
楽
し
む

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

図1 畑の準備

図2 植え付け

図3 収穫

堆肥

化学肥料

大葉 穂ジソ

10
枚
以
上

開
花
中

結
実
中
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市原市、JA市原市では、梨生産者の高齢化及び担い手不足による
課題を解決するため、梨の栽培技術を習得し、

『農家さんのお手伝いが出来る方を募集しています!』

市原市、JA市原市では、梨生産者の高齢化及び担い手不足による
課題を解決するため、梨の栽培技術を習得し、

『農家さんのお手伝いが出来る方を募集しています!』
1.内　　容 2年間の研修で梨栽培の基礎知識と技術を学び、修了後は、梨農家での有償ヘルパー育成
　　　　　 （人工授粉、摘果、収穫、剪定等）
2.研修期間 2年間（令和５年4月～令和７年3月）
3.研修日時 原則毎週火曜日9 時～12時（雨天及び、祝日と重なる場合休講）
　　　　　 ※研修内容により緊急招集する場合もあり
4.研修場所 市原市農業センター （市原市安須980番地）
5.募集人数 20名
6.募集締切 3月17日(金)
7.受 講 費 テキスト無料　※剪定ハサミ、ノコギリ等は個人負担

申込み先 JA市原市 経済部 営農販売課　☎（36）5811 市川 まで

梨梨ボランティアボランティア
受講生募集中受講生募集中

ゴールデンウイーク農繁期営業！ゴールデンウイーク農繁期営業！今年もやります
！

今年もやります
！
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白
菜
の
甘
み
薄
れ
る
温
暖
化

南
岩
崎　

武
田
美
奈
子

恥
か
き
の
我
が
珍
生
に
悔
い
は
な
し

徳　

氏　

辺
田
野
山
兵

水
餅
に
浸
し
安
堵
の
レ
シ
ピ
本

池
和
田　

笠
原
ふ
み
子

痩
せ
た
妻
や
や
背
の
び
し
て
蒲
団
干
す

不
入
斗　

小
出　

欣
幸

祖
母
と
吾
の
現
在
吾
と
孫
の
蓬
摘
み

廿
五
里　

紅　

は
る
か

沈
静
な
あ
た
り
雪
雲
一
人
筆

古
敷
谷　

鎌
滝
貴
美
子

伊
豆
下
田
み
か
ん
明
る
く
実
り
を
り

五
井
西　

永
島　

育
代

コ
ロ
ナ
禍
に
屋
敷
の
四
隅
実
南
天

磯
ヶ
谷　

柴
崎　

勝
美

す
る
す
る
と
冬
将
軍
忍
び
来
る

　

戦
争
の
二
国
ど
う
耐
え
る
の
か

田　

淵　

鈴
木　

重
人

解
説
者
気
分
の
夫
は
サ
ッ
カ
ー
見

　

吾
は
黙
っ
て
見
る
派
モ
ヤ
モ
ヤ

椎　

津　

布
施　

昌
子

初
夢
に
夫
へ
の
愛
の
深
さ
知
り

　

目
覚
め
て
確
認
隣
の
寝
息

野　

毛　

中
川　

京
子

く
ず
の
つ
る
邪
魔
に
さ
れ
て
も
伸
び
る
様

　

秋
の
紅
葉
ど
こ
で
も
見
ら
れ

高　

滝　

日
野　

惠
司

元
日
に
八
十
路
と
な
り
て
想
ふ
こ
と

　

「
八
十
歳
の
壁
」
を
吾
が
心
う
ち
に

古
敷
谷　

鎌
滝　

文
彦

狭
庭
の
草
取
り
お
れ
ば
鼻
先
の

　

蛙
と
語
り
一
服
を
す
る

神　

代　

立
野　

廣
幸

皓
皓
と
甍
を
照
ら
す
冬
の
月

　

更
け
ゆ
く
下
界
喧
騒
も
な
く

南
岩
崎　

赤
石　
　

功

ひ
よ
ど
り
の
群
れ
は
い
ず
こ
か
ま
だ
見
え
ず

　

く
ろ
が
ね
も
ち
の
赤
き
実
残
る

佐　

是　

平
野
十
四
夫

温
暖
に
怖
る
も
な
き
に
寒
気
き
て

　

薪
割
る
頃
の
軒
の
つ
ら
ら
に

奉　

免　

石
井　

あ
さ

鉢
植
え
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
の
出
始
め
て

　

三
角
の
芽
の
と
が
っ
て
元
気
に

柏　

原　

山
本　

み
つ

税理士・行政書士 満塩美穂

税金ワンポイント講座税金ワンポイント講座

【支店】　本店営業　（23）8611　　三和支店　（36）1331
　　　　八幡支店　（41）0655　　五井支店　（21）0171　　
　　　　市津支店　（74）2111　　南総支店　（92）1241
　　　　月崎支店　（96）0003　　姉崎支店　（61）0073

出資金名義、組合員資格などの変更が生じた
場合は、最寄りの支店までご連絡ください。

確
定
申
告
に
お
け
る

            

所
得
の
種
類

 
今
回
は
、令
和
５
年
３
月
15
日
ま

で
行
わ
れ
て
い
る
確
定
申
告
に
お

け
る
所
得
の
種
類
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。所
得
の
区
分
に
は

事
業
所
得
、不
動
産
所
得
、配
当
所

得
、給
与
所
得
、雑
所
得
、譲
渡
所

得
、一
時
所
得
、利
子
所
得
、山
林

所
得
、退
職
所
得

の
10
種
類
が
あ
り
ま
す
。農
業
は

事
業
所
得
、公
的
年
金
は
雑
所
得

に
該
当
し
ま
す
。

　

相
続
し
た
遺
産
に
つ
い
て
所
得

税
の
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
人
が

い
ま
す
が
、相
続
財
産
に
は
所
得

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。所
得
税
と

は
、自
分
で
稼
い
だ
も
の
に
対
し

て
か
か
る
税
金
な
の
で
、貯
金
等

を
相
続
し
て
も
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん（
た
だ
し
、相
続
税
等
が
発

生
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
）。賃

貸
不
動
産
を
相
続
し
て
不
動
産
貸

付
業
を
継
い
だ
場
合
、相
続
発
生

後
に
得
た
所
得
は
所
得
税
の
対
象

で
す
が
、賃
貸
用
土
地
や
建
物
は

相
続
財
産
で
す
の
で
、こ
れ
ら
を

相
続
し
て
も
所
得
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。な
お
、遺
産
分
割
が
ま
と
ま

る
ま
で
の
不
動
産
収
入
は
、全
て

の
相
続
人
の
も
の
と
な
る
の
で
法

定
相
続
分
で
収
入
を
得
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

生
命
共
済
の
満
期
金
は
一
時
所

得
と
な
り
ま
す
。貯
金
感
覚
で
加

入
し
て
、満
期
金
が
お
り
て
も
所

得
税
の
対
象
に
な
る
と
は
思
わ
な

い
方
も
い
る
の
で
要
注
意
で
す
。

生
命
共
済
の
満
期
返
戻
金
は
、収

入
金
額
か
ら
掛
金
を
引
い
た
後
に

特
別
控
除
額
50
万
を
控
除
し
ま
す
。

こ
の
金
額
を
さ
ら
に
２
分
の
１
し

た
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

い 　

ま

よ
も
ぎ

体　

裁
：
Ａ
４
判
大
型
上
製
本
・
２
８
０
頁

　
　
　

  

・
写
真
６
０
０
枚

価　

格
：
９
，９
９
０
円（
税
込
）

　
　
　
　

限
定
１
，５
０
０
部

写
真
が
語
る

市
原
市
の
１
０
０
年

ご
注
文
は

Ｊ
Ａ
市
原
市
経
済
部
、各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ にぎわう牛久の朝市（昭和60年）提供：市原市

令和４年分

確 定 申 告
　令和４年分の所得税の
確定申告期間は、令和５年
２月16日（木）～３月１５日
（水）になります。
　ＪＡでの相談日程、会場
は最寄りの支店にお問合
せ下さい。確定申告の準備
はお早めに！

　

市
原
市
が
市
制
施
行
し
て
今
年
で
60
年
、

市
原
市
が
歩
ん
だ
様
々
な
出
来
事
や
行
事
、

忘
れ
が
た
き
町
並
み
、そ
し
て
人
び
と
の

暮
ら
し
に
焦
点
を
当
て
、６
０
０
枚
の
写

真
で
綴
っ
た
写
真
集
が
２
月
18
日
に
発
売

さ
れ
ま
し
た
。
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※

投
稿
作
品
は
読
み
や
す
い
字
で
記
入
し
、

振
り
仮
名
を
付
け
、
令
和
５
年
３
月
末
日

ま
で
に
11
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
な
お
、
匿
名
希
望
の
方
は
、
俳
号
・

雅
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
を
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

※

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

す
る
す
る
と
冬
将
軍
忍
び
来
る

　

戦
争
の
二
国
ど
う
耐
え
る
の
か

田　

淵　

鈴
木　

重
人

解
説
者
気
分
の
夫
は
サ
ッ
カ
ー
見

　

吾
は
黙
っ
て
見
る
派
モ
ヤ
モ
ヤ

椎　

津　

布
施　

昌
子

初
夢
に
夫
へ
の
愛
の
深
さ
知
り

　

目
覚
め
て
確
認
隣
の
寝
息

野　

毛　

中
川　

京
子

く
ず
の
つ
る
邪
魔
に
さ
れ
て
も
伸
び
る
様

　

秋
の
紅
葉
ど
こ
で
も
見
ら
れ

高　

滝　

日
野　

惠
司

元
日
に
八
十
路
と
な
り
て
想
ふ
こ
と

　

「
八
十
歳
の
壁
」
を
吾
が
心
う
ち
に

古
敷
谷　

鎌
滝　

文
彦

狭
庭
の
草
取
り
お
れ
ば
鼻
先
の

　

蛙
と
語
り
一
服
を
す
る

神　

代　

立
野　

廣
幸

皓
皓
と
甍
を
照
ら
す
冬
の
月

　

更
け
ゆ
く
下
界
喧
騒
も
な
く

南
岩
崎　

赤
石　
　

功

ひ
よ
ど
り
の
群
れ
は
い
ず
こ
か
ま
だ
見
え
ず

　

く
ろ
が
ね
も
ち
の
赤
き
実
残
る

佐　

是　

平
野
十
四
夫

温
暖
に
怖
る
も
な
き
に
寒
気
き
て

　

薪
割
る
頃
の
軒
の
つ
ら
ら
に

奉　

免　

石
井　

あ
さ

鉢
植
え
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
の
出
始
め
て

　

三
角
の
芽
の
と
が
っ
て
元
気
に

柏　

原　

山
本　

み
つ

気
象
予
報
士
●
檜
山
靖
洋

　
子
ど
も
の
頃
の
学
校
の
帰
り
道
、道
端
の
綿

毛
を
ふ
ー
っ
と
飛
ば
し
て
、よ
く
遊
び
ま
し
た
。

早
春
か
ら
咲
き
だ
す
タ
ン
ポ
ポ
の
話
で
す
。タ

ン
ポ
ポ
の
花
や
綿
毛
の
様
子
を
思
い
出
す
こ
と

は
簡
単
だ
と
思
い
ま
す
が
、葉
の
形
は
思
い
出

せ
ま
す
か
？

　
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
る
と
答
え
ら
れ
れ
ば
大
正

解
で
す
。こ
の
葉
の
形
が
ラ
イ
オ
ン
の
歯
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、タ
ン
ポ
ポ
の
英
語
名
は
、ラ

イ
オ
ン
の
歯
を
意
味
す
る「
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
」

と
い
い
ま
す
。

　
英
国
の
天
気
の
こ
と
わ
ざ
で
、「
３
月
は
ラ
イ

オ
ン
の
よ
う
に
や
っ
て
来
て
、子
羊
の
よ
う
に

去
る
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。低
気
圧
が
発

達
し
、風
が
強
ま
り
荒
れ
た
天
気
と
な
る
こ
と

が
多
い
時
期
で
す
が
、嵐
が
過
ぎ
去
っ
た
後
は
、

穏
や
か
な
春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
ま
す
。

　
３
月
は
ラ
イ
オ
ン
の
季
節
で
す
。何
か
と
忙

し
い
年
度
末
で
す
が
、「
獅
子
奮
迅
」の
働
き
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
オ
ン
の
季
節

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

Ａ

Ｅ

15

16

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？Ｑ

■ヨコのカギ

暑さ寒さも―まで
佐渡、淡路、隠岐といえば
多くの受験生が解くもの
数字ではｘやｙで表すことが多い
ツクシはこの植物の胞子茎です
飛行機が飛び立つこと
薄く切ったもの。―チーズ
山下公園や中華街があります
卒業式で「―の光」を歌った
イルカのヒット曲「―雪」
衣服に付いている、洗濯表示などが載
っている部分

１
２
３
４
５
９
11
12
13
15
18

■タテのカギ

■出題　ニコリ頭の体操

正解者の中から抽選で５名様に
記念品をプレゼントします

★応募方法
ハガキに①答え②住所③氏名④年齢⑤職業⑥電話
番号⑦ＪＡや本誌に対するご意見、ご要望―など
を記入のうえ、下記までお寄せください。webからの
応募も可能になりました。

宛先　〒290-0073　市原市国分寺台中央１-７-３
　ＪＡ市原市「ＪＡだより」係

◆締切：令和５年３月末日必着

◆発表：令和５年５月号誌上

☆本誌への投稿・応募に際して取得した個人情報は、
「個人情報保護法」に基づいて取り扱います。なお、プレ
ゼント当選者・文芸欄採用者については、お名前など
を掲載させていただきます。

１
４

６
７

８

10
11
13
14
16

17
19
20

ひな人形に供える餅
入試のときはケアレス―に気を付け
て
ぐっと辛抱すること
ウドの生産量が日本―の、北関東にあ
る県
跳ね上げたひげが特徴的なスペイン
の画家
石が細かく砕けたもの
雪解けで川の―が増えた
つくのはうそ、吹くのは
中華がゆなどにのせる赤い実
スタッドレスからノーマルに替えよう
かな
宿屋のこと。漢字では旅籠と書きます
出かけていて誰もいません
ひな祭りのうしお汁によく使われる貝

Ｄ

８

７ 14 20

４

２

12 17

10

９

３

４ ７

13

11

14 18

５

19１ ６

◆１月号の答え

ご当選おめでとうございます♪

（応募総数18通、正解18通）

Ｂ

リ
Ａ

フ
Ｃ

ソ
Ｄ

デ でした

監　査　室
総　務　部
経営企画部
金　融　部




（23）8555

【本店】 共　済　部　 （36）6611

経　済　部　 （36）5811

葬 　 　 祭 　 　 部　（95）4444
J A ホ ー ル 市 原　（40）4444
J A ホ ー ル 南 総　（92）4949
JAメモリアルホール南総　（92）3737

Ｂ

Ｃ

御園生一昭さん（二日市場）　深山　晃弘さん（勝間）

櫛田　美範さん（寺谷）　武田　敦子さん（南岩崎）

根里みね子さん（田淵）

Ｄ
デ

９

Ａ

ネ

リ
Ｂ

17

シ

ツ

ツ
17

ム

Ｃ

シ
18

10

シ
13 19

ヨリ
３

エ
８

ウヨ

オ
５

ツ
２

キ ミ
22

デ
11

ユ
19

ン

シ タ

イ
10

パ
３

ジ

メ
４

ン

９

シ
15

ガ
14

13

プ
16

ラ

ダ
12

ト
６

ジフ
20

キ
21

ト
１

ソ
７

こ
う

こ
う

い
ら
か

お
詫
び

　

弊
誌
２
０
２
３
年
１
月
号
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
次

の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
、
こ
こ
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
芋
の
歯
の
雫
こ
ろ
こ
ろ
落
ち
も
せ
ず

五
井
西　

永
島　

育
代

【
正
】
芋
の
葉
の
雫
こ
ろ
こ
ろ
落
ち
も
せ
ず

五
井
西　

永
島　

育
代
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旬のおいしさ
　 いただきます！
旬のおいしさ
　 いただきます！

Vol.６

【直売所】　農産物直売所果彩菜ちはら台店　（52）7000 
　　　　　五井Ａマート　　　 　　　　　 （21）8010

【給油所】　養老給油所　　　　　　　　　　☎（36）3316
　　　　　ジャスポート高滝　　　　　　　☎（98）0436

【㈱市原市農協サービス】　資産管理センター　  （24）2621

みんな
来て
果彩菜
くださいな

　３月の下旬からは地元のタケノコや
山菜類の入荷が始まります。４月末
からはサヤエンドウ、スナップエンド
ウなどのマメ野菜が登場予定です。
　日によって入荷状況が変わります
ので、最新の入荷情報はインスタグ
ラムでご確認ください。

健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　
Ｊ
Ａ
で
は
、組
合
員
と
そ
の
家
族
・
地
域
住
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、支
店
な
ど
で
集
団
検
診
・
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、生
活

習
慣
病
・
基
礎
疾
患
が

あ
る
と
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
向
け
、年

に
１
度
は
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●巡回人間ドックコース

※料金、申込等、詳しい情報につきましては各営農センター・各支店までお問合せください。
※20日は、南部営農センター、ジャスポート高滝店へお問合せください。

日　　時

６月13日

６月20日

受　付　時　間

午 前 ９ 時 ～ 午 前 1 1 時

午 前 ９ 時 ～ 午 前 1 1 時

場　　所

三和支店

加茂公民館

令和５年度　集団検診・巡回ドック日程

●必須コース

日　　時

６月12日

６月13日

６月14日

６月20日

６月21日

６月22日

受　付　時　間

午 前 ９ 時 ～ 午 前 1 1 時

午後１時～午後２時30分

午 前 ９ 時 ～ 午 前 1 1 時

午後１時～午後２時30分

午 前 ９ 時 ～ 午 前 1 1 時

午 前 ９ 時 ～ 午 前 1 1 時

場　　所

三和支店

三和支店

東海営農センター

加茂公民館

南総支店

五井支店

お問合せ先　：　市原市役所国民健康保険課　特定健診係　☎（23）1185

市原市の費用助成を受ける方へ

１．受診券は、市原市役所国民健康保険課から５月末にきみどり色の封筒で送付されます。
　※昭和23年６月生まれの方の受診券は６月末に発送されます。
２．①または②の受診券と保険証の両方がそろわないと、助成の対象になりません。
３．今回の費用助成が適応された場合は、令和５年度の「市原市特定健康診査」等を受診したとみなされます。
　※令和５年度「市原市特定健康診査受診券」「市原市後期高齢者健康診査受診券」が見つからない方は、
　下記にお問合せください
　その際には、ＪＡ市原市の集団健診を希望している旨をお伝えください。

①「ピンク」の受診券の方 ②「きみどり」の受診券の方

◆市原市特定健康診査受診券（ピンク）
♦市原市国民健康保険被保険者証（保険証）

♦市原市後期高齢者健康診査受診券（きみどり）
♦千葉県後期高齢者医療保険被保険者証（保険証）
♦後期高齢者健康診査質問票（健診資材に同封致します）

[健診当日は①または②を必ずご持参ください]

旬の野菜×エーコープらっきょう酢で一品！

ゆでタケノコ…………………１㎏
エーコープらっきょう酢……３～４カップ
赤トウガラシ…………………１～２本

①タケノコは縦半分(大きければ３～４つ割り)にし、
密閉容器に入れる。
②赤唐辛子の種を取り、容器に入れて分量のエーコー
プらっきょう酢を注ぎ、蓋をする。
※２～３日後から味がなじんで美味しくなります。

好評販売中！好評販売中！

果彩菜ちはら台店
公式インスタグラム

フォロワー
が130人

を

超えました
！

ありがとうござ
います！

タケノコの甘酢漬け

材料



インフォメーション＆キャンペーン
information&Campaign

経済部から経済部から

金融部から

総務部から 経済部から

証書式による定期貯金取扱終了のお知らせ

新たな証書式定期貯金の取扱い終了日
令和５年３月31日

　日頃より格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。
　当ＪＡでは令和５年４月１日より、証書式による新たな定期貯
金のお預かりを終了させていただきます。
　今後、新たな定期貯金のお預け入れは、通帳式での取扱いとさせ
ていただきます。既に証書式の定期貯金をお持ちで、その商品の満
期日が未到来の場合や自動継続の場合は引き続き証書をご利用い
ただけますが、お預け替えの際は手数料無料で通帳式へ変更させ
ていただきます。
　何卒ご理解賜りますとともに、今後ともＪＡ市原市をご愛顧い
ただきますようお願い申し上げます。

証書式で定期貯金をお預けいただいているお客様へ
お預け替えの手続きは下記のとおりです。

ご不明点がございましたら、お近くの支店窓口までお問合せください。

■「定期貯金通帳」もしくは「総合通帳口座」へのお預け替えと
なります。
■店頭にてお手続きさせていただきます。
■ご準備いただく書類
＊お預けいただいている「定期貯金証書」
＊お届け印
＊お預け替えする「定期貯金通帳」もしくは「総合口座通帳」
通帳をお持ちでない場合は、口座開設を窓口にてお受付
いたします。

診断のご希望・お問合せは
アサンテ・ＪＡの営農センターへご連絡ください。
株式会社アサンテ千葉営業所☎043(233)2110
お客様相談室フリーダイヤル0120(557)419
受付時間午前８時30分～午後７時30分(土日祝日も受付)

あなたのお家は大丈夫ですか!?あなたのお家は大丈夫ですか!?■地区別総代説明会
【日時・会場】
３月11日（土）
午前10時　　　本店・五井支店・市津支店
　　　　　 　　南総支店〔南総地区〕
午後１時30分　三和支店・八幡支店・姉崎支店
　　　　　　　 南総支店〔加茂地区〕

■第36回ＪＡ市原市通常総代会
【日時】３月28日（火）午後１時30分～
【会場】市原市市民会館大ホール

キャンペーン価格期間：令和５年３月31日まで
ご注文・お問合せは最寄りの支店・営農センターへ

さらに15,000円（税込）以上お買い上げの方を対象に

抽選キャンペーン実施中！

5,400円5,400円

9,180円9,180円

11,340円11,340円

16,200円16,200円

ご
愛
顧
感
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ャ
ン
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ー
ン

ご
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顧
感
謝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

表示価格は全て税込みです。
他にもキャンペーン価格商品を
ご用意しております。

令和５年産国産100％
新茶の注文を承ります

他にもキャンペーン商品を
ご用意しております。

春
の
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ル
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■エンジンオイルの役割
１.各部を円滑に動かす潤滑剤
２.気密性を高める
３.放熱作用
４.エンジン内の清浄

○ご注文・お問合せは最寄りの営農センター・スタンドへ○

■オイルを交換しないと…
1.燃費の悪化
2.エンジントラブルの原因
3.エンジンの寿命の低下

■交換の目安
1.車なら
　5,000～6,000㎞を走行したら！
２.農作業車なら
　100～200時間の運行で！
3.他機械も
　パフォーマンスの衰えを感じたら！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
･･
２
月
１
日
～
４
月
30
日

オススメ商品をご紹介
■SNスペシャル
４L缶
通常価格 キャンペーン価格
2，760円➡2,380円

■ディーゼルCF
４L缶
通常価格 キャンペーン価格
2,380円➡2,000円

■２サイクルスーパーマルチ（FC）
４L缶
通常価格 キャンペーン価格
2,560円➡2,180円

表示価格は全て税込です。

２
０
２
３
年
新
茶

▶総代の方には別途郵送にて、ご案内いたします

JAだより
2023.03

13 JAへの
お問合せ先

【センター】　中央営農センター　　　　　（36）3301
　　　　　　中央営農センター北部店　　（75）7911
　　　　　　東海営農センター　　　　　（21）1510
　　　　　　南部営農センター　　　　　（92）4811

南部営農センタージャスポート高滝店　（98）0411
西部営農センター　　　　　　　（61）8747
農機センター　　　　　　　　　（92）5650
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14●葬　祭
ＪＡ市原市葬祭部　☎（９５）４４４４
０１２０（０４３）６７６

●ＪＡカードの紛失・盗難
NICOS盗難紛失受付センター　０１２０（１５９）６７４
※24時間年中無休

●ＬＰガス
㈱ＪＡ-ＬＰガス情報センター
０１２０（１８２）５７１

　このたび、市原市から受託した「いちはら産」地産地消推進用ノベルティ（500ｇ

パック米：4万2千袋）の一部に、異物（プラスチック片）混入が判明しました。

　原因は精米機の排出口プラスチック部品が破損・混入したためであり、市原市

の早期の注意喚起（プレスリリースや当該配布先への書面配布・架電等）もあり、

現時点での健康被害は報告されておりません。当該機器を使用したノベルティ

（977袋）の納品先はほぼ把握できており、被害発生の可能性は低いと推察してお

りますが、事業主体である市原市はもちろん、ＪＡ市原市の米をご購入いただいて

いる皆さまに米の品質と安全性について、多大な不安を与えるものであり、重大な

問題であると受け止めています。

　特に、市内小・中学校、保育所等の児童・生徒、お子さまの保護者の皆さま、教

育行政関係者の皆さまに、多大なご迷惑とご心配をおかけし、心よりお詫び申し上

げます。

　また、ＪＡ市原市に丹精込めて作った米を出荷していただいている生産者の皆

さまの信頼を裏切る結果となり、重ねてお詫び申し上げます。

　ＪＡ市原市としては、このような事態を招いたことを厳粛に受け止め、徹底した再

発防止策を実施し、衛生管理態勢のより一層の強化を図り、信頼の回復に取り組

んでまいります。

　今後の進展や対応等につきましていては、ＪＡ市原市ホームページ等で、お知ら

せいたしますので、よろしくお願いいたします。

問合せ先：市原市農業協同組合 経済部　営農販売課

受付時間：午前８時30分～午後５時（休業日を除く）

電話番号：0436-36-5811

「いちはら産米」ノベルティへの

　　　　　異物混入の発生とお詫び

【本件に関する問い合わせ窓口】
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緊急連絡先

●自動車事故
ＪＡ共済事故受付センター　０１２０（２５８）９３１
※24時間年中無休で事故受付とアドバイスを行います。

●キャッシュカードの紛失・盗難
カード紛失・盗難受付センター　☎０４３（２０２）１１７１
※詳細は当ＪＡホームページをご覧ください。

12月・１月理事会次第
12月の理事会で次の事項が承認・報告されました。
令和４年12月23日（金）　ＪＡ市原市本店他（Web）
【議決事項】
（１）出資減口承認
（２）一取引先1億円を超える貸出金
（３）一取引先1億円を超える貸出金
（４）令和５年度コンプライアンス・プログラムの策定
（５）㈱市原市農協サービス令和5年度経営計画
（６）組織規程の一部変更
（７）経理規程の一部変更
（８）令和４年度決算方針
（９）令和５年度事業計画の策定
（10）令和５年度余裕金運用方針
【報告事項】
　　12月事業・行事報告の他６件の報告事項がありました

１月分の理事会で次の事項が承認・報告されました。
令和５年２月８日（水）　ＪＡ市原市五井支店
【議決事項】
（１）定款の一部変更
（２）定款附属書総代選挙規程の一部変更
（３）市原市農業協同組合規約の一部変更
（４）令和４年度事業報告及び剰余金処分案の承認
（５）令和５年度事業計画策定（自己改革工程表等）
（６）令和５年度における理事及び監事の報酬
（７）第36回通常総代会の招集
（８）令和４年度決算における繰延税金資産の回収
（９）一取引先1億円を超える貸出金
（10）公印管理規程の一部変更
（11）㈱市原市農協サービス監査役候補者の選出
（12）令和５年度同一人に対する信用供与等の最高限度額
（13）令和５年度貸出金利率の最高限度額及び遅延損害金利率
【報告事項】
　　１月事業・行事報告の他20件の報告事項がありました

人事異動
【異動】 　　　　　　　　　　　　　【令和５年１月１日付】
氏名　　　　所属〔旧任〕
髙梨　諒　　総務部次長（教育人事担当）〔市津支店支店長〕
稲葉　孝　　総務部教育人事課課長（教育人事担当）〔同部同課課長兼リスク管理係係長〕
錦織　智晴　総務部教育人事課課長（リスク管理担当）兼リスク管理係係長〔金融部融資課課長兼本店営業課本店長代理〕
岡本　結衣　総務部総務課総務係〔三和支店（LA）〕
伊井　呂圭　金融部次長（融資担当）兼融資課課長〔同部次長兼融資課課長〕
三田　真信　金融部次長（業務担当）兼業務課課長兼業務係係長〔月崎支店支店長〕
安藤　裕幸　金融部融資課（主任）〔市津支店（主任）（LA）〕
神宮　貴子　金融部本店営業課本店長代理〔南部営農センター店長〕
山口　晃弘　金融部本店営業課（LA）〔姉崎支店（LA）〕
齋藤　麻美　金融部本店営業課〔五井支店〕
根本貫太郎　共済部部長兼次長兼業務査定課課長（査定担当）兼査定係係長〔同部部長兼次長〕
森　　裕美　共済部業務査定課業務係〔南総支店〕
石橋清一郎　共済部業務査定課査定係（主任）〔総務部教育人事課リスク管理係（主任）〕
鈴木　昭光　経済部部長〔八幡支店支店長〕
中村　敬一　経済部審議役（経済事業改革担当）〔同部特命部長（経済事業改革担当）〕
高澤　修巳　経済部次長（購買店舗・事業普及担当）兼事業普及課課長〔同部次長（購買店舗・事業普及担当)兼購買店舗課課長兼同課課長〕
川名健一郎　経済部次長（営農販売担当）〔三和支店支店長〕
市川　喜信　経済部購買店舗課課長〔共済部業務査定課課長（査定担当）兼査定係係長〕
秋山　奈美　経済部購買店舗課店舗係〔五井支店〕
伊藤　誠　　経済部営農販売課課長〔同部同課営農係係長（営農担当）〕
征矢　弥生　経済部営農販売課調査役（営農担当）〔東海営農センターセンター長兼店長兼西部営農センターセンター長〕
秋本　昌夫　経済部営農販売課営農係係長（営農担当）〔姉崎支店係長〕
地引　誉明　経済部営農販売課販売係（集出荷場担当）〔同部同課同係〕
武内　大地　経済部営農販売課販売係（集出荷場担当）〔同部同課直販係〕
佐藤　智貴　経済部営農販売課直販係〔総務部総務課総務係〕

氏名 　　所属〔旧任〕
佐藤　英明　葬祭部次長兼営業課課長〔経済部次長（営農販売担当）兼営農販売課課長〕
田中　勝美　葬祭部副審議役〔同部次長〕
相川　直美　葬祭部業務課課長〔同部営業課課長〕
山中　明　　三和支店支店長〔経済部部長〕
齋藤　崇浩　三和支店（主任）（LA）〔金融部融資課（主任）〕
鴨居　円　　三和支店（LA）〔八幡支店（LA）〕
山本千恵美　三和支店〔総務部総務課審査係〕
長谷川由里　三和支店（パート）〔市津支店（パート）〕
白石　明治　八幡支店支店長〔南総支店審議役〕
浅井　一憲　八幡支店支店長代理〔姉崎支店支店長代理〕
黒田　恵美　八幡支店〔金融部本店営業課〕
田邉　貴大　八幡支店（LA）〔同支店〕
多久島賢太　五井支店（主任）（LA）〔南総支店（主任）（LA）〕
箕箸　智　　五井支店（LA）〔金融部本店営業課（LA）〕
藤平　美奈　五井支店〔市津支店〕
鳥海　晃　　市津支店支店長〔同支店支店長代理〕
加藤　明夫　市津支店支店長代理〔金融部業務課課長兼業務係係長〕
小柳　桂子　市津支店係長（LA）〔同支店係長〕
大森　康二　市津支店（LA）〔五井支店（LA）〕
金杉　友果　市津支店〔姉崎支店〕
白井　和子　市津支店（パート）〔三和支店（パート）〕
山本　真寛　南総支店（主任）（LA）〔市津支店（主任）（LA）〕
外山　優人　南総支店〔同支店（LA）〕
宮嵜　麻里　南総支店〔八幡支店〕
山田　雄祐　南総支店（LA）〔経済部購買店舗課購買係〕
林　　大志　南総支店〔金融部融資課〕
福尾由以菜　南総支店〔三和支店〕
富澤　惠美　月崎支店支店長〔南総支店支店長代理〕
東城　尚幸　月崎支店〔経済部営農販売課販売係（集出荷場担当）〕
菅澤　雅幸　姉崎支店支店長代理〔八幡支店支店長代理〕
石川　祐司　姉崎支店（LA）〔五井支店（LA）〕
宮島　隆倖　姉崎支店〔三和支店（LA）〕
鳥飼　武　　中央営農センターセンター長兼店長〔同営農センターセンター長〕
小林　禎枝　中央営農センター〔南部営農センター〕
宮崎　裕幸　中央営農センター北部店店長〔同営農センター店長〕
稲毛　俊光　東海営農センターセンター長兼西部営農センターセンター長兼店長〔西部営農センター店長〕
清水江里子　東海営農センター店長〔中央営農センター北部店店長〕
中村　則和　南部営農センター店長〔経済部購買店舗課購買係〕

【令和５年１月10日付】
高澤　修巳　経済部次長（購買店舗・事業普及担当）兼購買店舗課課長〔同部次長（購買店舗・事業普及担当）〕
秋本　昌夫　経済部購買店舗課購買係係長（業務担当）〔同部営農販売課営農係係長（営農担当）〕
大岩　政子　経済部購買店舗課購買係係長（事務担当）〔経済部同課同係係長〕
市川　喜信　経済部営農販売課課長（営農・直販担当）兼営農係係長〔同部購買店舗課課長〕
伊藤　誠　　経済部営農販売課課長（販売担当）〔同部同課課長〕

【令和５年１月19日付】
鶴岡加那美　五井支店〔総務部付(育児休業)〕
鶴岡　翼　　月崎支店〔総務部付(育児休業)〕

【内部出向】　　　　　　　　　　　　【令和５年１月１日付】
氏　名　　　所属〔旧任〕
秋山　奈美　中央営農センター〔経済部購買店舗課店舗係〕
清水江里子　中央営農センター北部店副調査役〔東海営農センター店長〕
征矢　弥生　東海営農センター店長〔経済部営農販売課調査役〕
小林　禎枝　南部営農センター〔中央営農センター〕

【令和５年２月15日付】
東城　尚幸　経済部営農販売課販売係（集出荷場担当）〔月崎支店〕

【退職】　　　　　　　　　　　　　　【令和４年12月31日付】
氏　名　　　所属
蛯名　七穂　共済部業務査定課業務係
苅込　梨央　経済部購買店舗課店舗係
関口比呂武　経済部営農販売課営農係
吉澤　文夫　葬祭部業務課課長
藤井　綾香　南総支店
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ま
す
。

　

な
か
で
も
、み
そ
造
り
に
は
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、自

家
製
の
大
豆
を
使
用
し
、種
蒔
き
か
ら
収
穫
ま
で
丹

精
込
め
て
育
て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
目
標
は
？

　

以
前
は
巻
き
ず
し
講
習
会
や
手
芸
教
室
、介
護
施

設
の
草
取
り
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、近
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
縮
小
し
て
い
ま
し
た
。徐
々
に

以
前
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、み
そ
造
り
な
ど
の
活
動
は
大
事
に
継
続
し
、

次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

©よい食P

活
動
に
ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
こ
ち
ら

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

経
済
部 

生
活
担
当 
☎（
３
６
）５
８
１
１

公民館の清掃公民館の清掃

寄贈した焼き芋袋寄贈した焼き芋袋

２月みそ作り２月みそ作り8月補植・間引き8月補植・間引き

３月土起こし３月土起こし

7月播種7月播種

9月剪定9月剪定

11月収穫11月収穫
12月大豆たたき12月大豆たたき

11月みそ出し11月みそ出し

こ
だ
わ
り
の
み
そ
造
り
の
１
年

こ
だ
わ
り
の
み
そ
造
り
の
１
年


